
　
岩
手
県
大
槌
町
出
身
で
東
日
本
大
震
災
に
被
災
し
、
２
０
１
２
年
か
ら
高
梁

市
心
順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校
で
看
護
師
に
な
る
た
め
勉
強
し
て
い
る
台

野
仁
さ
ん
（
2
0
）
が
2
3
日
、
「
絆
コ
ン
サ
ー
ト
＆
フ
ォ
圭
フ
ム
」
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
主

催
）
で
「
被
災
他
の
今
」
と
題
し
て
経
験
を
話
す
。
台
野
さ
ん
は
「
災
害
の
怖

さ
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
十
嵐
朋
子
】

　
台
野
さ
ん
は
同
県
立
釜

石
高
２
年
生
の
時
、
大
震

災
に
漕
っ
た
。
避
難
所
と

な
っ
た
学
校
の
体
育
館
で

1
0
日
回
過
ご
し
た
。
家
族

や
自
宅
は
無
事
だ
っ
た
も

の
の
、
安
否
を
知
っ
た
の

は
Ｉ
週
間
後
。
町
は
津
波

の
被
害
を
受
け
た
。

　
看
護
師
を
目
指
し
た
の

は
、
医
療
環
境
の
整
わ
な

い
避
難
所
で
、
看
護
師
が

中
心
と
な
っ
て
感
染
症
予

防
や
高
齢
者
の
ケ
ア
に
当

た
っ
た
と
知
っ
た
か
ら

だ
。
順
生
高
等
看
護
福
祉

専
門
学
校
が
被
災
地
の
学

生
の
授
業
料
を
免
除
す
る

　
「
震
災
特
別
入
試
」
を
実

施
す
る
と
高
校
で
紹
介
さ

れ
、
す
ぐ
に
高
梁
行
き
を

　
「
災
害
の
怖
さ
を
伝
え
た
い
」
と
話
す
順
生
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校
の
台
野
仁
さ
ん
＝
高
梁

市
伊
賀
町
の
同
校
で

佛卵7看護学生きょう体験談
貼肢被災を機に高梁で学ぶ涌鮫

決
め
た
。

　
遠
い
岡
山
県
だ
が
「
好

奇
心
も
あ
っ
た
」
と
い
う
。

初
め
て
来
た
時
は
「
同
じ

日
本
と
は
思
え
な
か
っ

た
」
。
津
波
の
被
害
を
受

け
た
地
元
と
は
、
町
の
風

景
が
全
く
違
う
。
震
災
の

報
道
が
少
な
い
こ
と
も
驚

い
た
。

　
現
在
は
、
専
門
知
識
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
奮
闘

す
る
毎
日
。
勉
強
は
難
し

く
、
周
囲
に
は
国
家
試
験

を
前
に
や
め
て
し
ま
う
学

生
も
い
る
。
病
院
で
の
実

習
で
は
「
現
場
の
看
護
師

さ
ん
は
、
観
察
眼
の
鋭
さ

が
違
う
」
と
実
感
。
避
難

所
で
の
原
体
験
を
忘
れ

ず
、
目
標
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
る
。

　
2
3
日
の
フ
ォ
士
フ
ム

は
、
東
北
に
拠
点
を
置
き
、

復
興
支
援
を
続
け
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
北
区

伊
福
町
３
）
が
、
東
北
と

岡
山
の
交
流
に
と
企
画
し

た
。
台
野
さ
ん
に
は
、
人

前
で
震
災
に
つ
い
て
話
す

初
め
て
の
経
験
だ
。

　
台
野
さ
ん
は
「
僕
は
、
被

災
者
の
中
で
は
幸
せ
な
方

だ
っ
た
と
思
う
」
と
話
す
。

「
家
族
の
中
で
も
格
差
が

あ
っ
て
、
僕
だ
け
が
津
波

を
見
な
か
っ
た
。
こ
ん
な

自
分
が
話
し
て
も
、
と
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
」
。
だ

が
、
必
ず
伝
え
よ
う
と
思

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
「
岡
山
で
は
、
詳
し
い
被

災
地
の
様
子
を
知
ら
な
い

人
も
多
い
と
思
う
。
伊
予

灘
地
震
も
起
き
た
ば
か

り
。
大
災
害
は
現
実
に
起

き
る
ん
だ
と
伝
え
た
い
」

　
　
　
　
◇

　
　
「
絆
コ
ン
サ
ー
ト
＆
フ

ォ
土
フ
ム
」
は
午
後
２
時

か
ら
、
北
区
奉
還
町
Ｉ
の

オ
ル
ガ
ホ
ー
ル
で
。
台
野

さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経

験
者
に
よ
る
発
表
の
あ

と
、
午
後
３
時
半
か
ら
就

実
高
吹
奏
楽
部
な
ど
に
よ

る
コ
ン
サ
・
Ｉ
・
卜
が
あ
る
。

参
加
無
料
、
申
し
込
み
不

要
。
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